
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○

〇 〇

〇 〇

○ 〇 〇

〇 〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ 避難訓練の実施 ○

中間
評価

最終
評価

就職

○ ○ ○

○ ○ ○

進学

○ ○ ○

○ ○ ○

タブレット端末を用い、ICT
を効果的に生かした授業
の促進を図る。生徒によ
る授業アンケート、相互授
業見学は継続して実施す
る。

必要な資料にアクセスし
やすいよう案内・サインを
一新する。担当職員は生
徒・教職員がいつでも安
心して利用できるよう、あ
たたかく丁寧な対応を常
に心掛ける。

誰にも使いやすく、心が
ほっとするような環境づく
りに努める。

常に丁寧なレファレンスを
心掛け、豊富な資料提
供、授業支援につなげ
る。
生徒とともに魅力的な図
書館を広報することに力
を入れて取り組む。

授業時間の確保に努め
る。

朝読書企画の定着を図
る。

月間・週間計画、日課の
調整や変更を迅速に行
う。

生徒の自発的な活動とな
るよう促す。

わかりやすい授業を心がけ、生徒の適性に応じた指導に努める。
生活指導の充実

顧問と生徒が目標に向かって共に努力してゆく中で、協調性・責任感・忍耐力を養う。

教

務

部

前年度末の状況

部活動の充実
生活面の指導を大切にし、正しい服装容儀、規律ある生活態度で生きる姿勢を育成する。

学習指導の充実をさらに
図る。

（教務）
生徒による授業アンケー
トの実施や、相互授業見
学など学習指導の充実に
取り組んだ。
ICTの積極的な活用によ
り、魅力的でわかりやす
い授業を展開できるよう、
引き続き取り組んでいき
たい。

（図書）
資料相談を丁寧に行い、
豊富な資料提供に努め
た。
授業で利用しやすいコー
ナー作りや書架の配置の
見直しを行った。
生徒がほっとできるような
空間をつくることを心掛
け、引き続き取り組んで
いきたい。

授業支援、広報活動の充
実に努める。

平成３１年度・令和元年度　学校自己評価表　　米子松蔭高等学校

今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

責任と義務を尊重しつつ、自ら進んで目標に向かって努力する精神を養う。

学校教育目標　　　「社会で真に役立つ実践的な人材の育成」

学年
分掌

勤労を尊重する精神を養い、社会に貢献しようとする意欲を育成する。
進路指導の充実
生徒の興味・適性・能力を尊重し、適切な進路の決定ができるよう指導の充実を図る。

評価について　　　Ａ　達成できた　　　Ｂ　概ね達成できた　　　Ｃ　やや不十分な点あり　　　Ｄ　かなり改善の余地あり　　　Ｅ　全く不十分　　　（　）評価せず または 評価できず

次年度引継事項・改善策など目標の達成状況

　建学の精神に基づく特色ある教育を行い、社会に有為な人材育成に努める。知・徳・体のバランスがとれた人作

りを目標とし、学習指導、生活指導、部活動に力を入れる。生徒の人間的成長を促し、生徒・保護者の夢につなが

る進路指導を行い、その成果により本校の社会的評価が高まり、本校が発展することを目標とする。

本年度の重点目標
自主自立の精神の涵養

人間性の陶冶
規律を守るとともに、人の苦しみや悲しみを正しく理解し、適切な行動のできる豊かで調和のとれ
た健全な人格の育成をめざす。
勤労を尊重する精神の育成

学習指導の充実

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

総

務

部

入試、渉外業務ともに準
備にゆとりを持ち、さらに
円滑な業務遂行につとめ
る。

専門部統合により、各活
動に一体感を持った運営
ができるよう、松萌会役
員との連携強化を図る。

円滑で正確な入学試験事
務の実施

学校と保護者との協力関
係の構築

環境美化・環境保全に努
める

出願から新入生説明会ま
でのスケジュールを入試
事務スタッフ全員が周知
し、各自が責任もって役
割を果たす。

説明会資料、出願書類
等、中学校や受験生に対
してわかりやすい文章表
記となるよう、昨年度問い
合わせのあった箇所の表
記を見直す。

松萌会役員とのより一層
の連携強化を図る。

松萌会事業の周知の方
法を工夫することで参加
者を増やし、活発な活動
を目指す。

清掃用具の管理と校舎内
外の清掃の徹底。

破損箇所の速やかな修
繕に努める。

火災・地震・津波を想定し
た訓練を実施する。生徒
に迅速な避難行動を促
し、災害から身を守る意
識を身につけさせるよう
努める。

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

進

路

指

導

部

生徒一人ひとりをよく理解し、能
力・適性に応じた進路指導に努め
る。

「進路総合評価」「進路適性検査」
を参考にし、担任又は就職・教育
支援担当者、カウンセラー及び部
活動顧問、家庭さらに関係機関と
の連携を密にしながら、個別面談
を重ね、適切な進路指導に努め
る。

就職するという心構えを再度伝え
ることに力を入れたい。

県内外の卒業生の就職先を訪問
し、追指導を行なう。また、旧担任
及び部活動顧問と連携し、仕事の
継続を説く。尚、在学中は内定者
を対象にした校長訓話・進路講話
等行ない、定着するように導く。

専門学校や私立大学のAO・推薦
入試においては結果は良好である
が、私立・国公立大学一般入試に
おいては良い結果とは言えない状
況である。

生徒それぞれの希望する進学先
への合格を目指す。

面談等によって生徒たちの学習意
欲を促し、目標を明確にさせ、授
業・講習・Classi・サプリなどで学習
効果を高めていく。

学力向上のために、授業の大切さ
を促していきたい。

進学に対する意識の向上や日々
の学習に対する姿勢を確立させ
る。

各学年部と連携し、望ましい授業
環境と進路講話等で促していく。

たとえ好景気であっても、評価が
「Ａ」であっても大切なことは「生徒
の能力・適性に応じた受験先の指
導」で企業のネームバリューでは
ない。生徒・保護者に理解を促した
い。

早期離職防止に努める。

1/3



中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇
〇

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

〇

○ ○ ○ ○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○

○

○
○

○ ○

○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ・ ○ ○ ○

・

○ ○ ・ 広報活動の充実
・ Webの更新・管理運営
・ SNS等による情報発信

基本的生活習慣を身につ
けさせる。

新入生オリエンテーションを通して
学校生活に早く慣れさせる。

挨拶の徹底を全校集会やルーム
などで呼びかけるとともに、通学指
導などで教員からも積極的に声を
かけてもらうようにする。

服装規定の遵守のため服装指導
を徹底する。

社会のルールやマナーを理解し守
るよう指導する。

立ち番指導や日頃の指
導を通し継続して生徒の
安全に努める。

生徒が安心して通うこと
ができるよう指導に努め
る。

登下校中に事故や被害に遭わな
いよう安全指導を徹底する。

校則など規則について保
護者が理解できるよう、
生徒手帳の内容を状況に
応じて改善が必要

いじめを許さず、見逃さない。
生徒の言動に変わった様子はない
か注意する。

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

広

報

オープンスクールの参加
者を増やすことができた。
志願者数・入学者数を確
保することができた。

オープンスクール、学校
見学説明会・入試説明会
の充実と参加者の確保

中学生・保護者・中学校
への的確な情報発信

オープンスクール等の実
施内容の精査、円滑な運
営

Webをリニューアルし、円
滑な更新・運営をすること
ができた。
各種SNSの立ち上げ、公
式キャラクター等、新たな
試みに挑戦することがで
きた。

開かれた学校づくりの推
進と学校ブランディング

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

生

徒

指

導

部

３０年度より新入生合宿
が廃止され学校でのオリ
エンテーションとなった。
三瓶での２泊３日の張り
つめた空気で行っていた
内容をやり方は変わって
も身につけさせ挨拶や学
校の方針等々をオリエン
テーションで学ばさせる。

　人権教育ホームルーム
において、毎時間、育て
たい資質・能力を明らか
にして取り組む。具体的
に身につけさせたい知
識・技能（スキル）・態度を
ふまえ、「人権のための
教育」を推進する。

　西部地区人権・同和教
育振興会議第３回研修会
を、当番校としてスムーズ
な運営ができるよう創意
工夫に努める。

　鳥取県教育委員会事務
局西部教育局担当者様と
連携を密にし、公開授業・
全体会・グループ協議の
内容充実に努める。公開
授業に向け、人権課題と
してのネット問題に意欲
的に取り組む。

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

人

権

教

育

推

進

部

　言葉遣いアンケートを実
施・集計後、調査・啓発に
努めた。心ない言葉に傷
つく生徒がいることを、自
らに関わる問題としてとら
えた。人権講演会は、講
師の先生に渾身の力を振
り絞ってご実施頂き、人
権学習でも活かされてい
る。

　言葉遣いアンケートを実
施し、自他の言動を振り
返り、心ない言葉の防止
をめざす。人権教育講演
会を、人権課題に意欲的
な方をお招きして実施し、
人権ホームルームにも活
かしていく。

　前年度実施の言葉遣い
アンケートをふまえた啓
発に努める。２学期に今
年度もアンケートを実施
し、とりまとめ啓発する。
人権教育講演会に向け、
講師との交渉を進める。

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策

目標の達成状況

中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

教

育

相

談

・

支

援

個別の支援計画の作成
について、全教員に作成
についての共通理解がで
きるようにしておく必要が
ある。

保護者や他機関と連携
し、早期に作成に取りか
かれるようにする。

教員間で情報交換を行
い、支援の早期発見に努
める。

支援が必要な生徒の多
様化、増加に対し、支援
体制のあり方をさらに検
討していきたい。

担任だけで抱え込まず
に、学年、教科担当、部
活動顧問、外部機関等と
連携を図って支援を進め
ていく。

研修では情報交換もでき
るので、多くの教員に参
加を呼び掛けていきた
い。

担任、養護教諭、外部機
関（医療・福祉等）を交え
た連携会議を定例化して
いく。

研修会・講演会等の参加
を積極的に促す。

ＳＣ･ＳＷ・サポステ連携を
通じて学校全体としての
支援理解・学びを深めて
いく。

入学時からの連携作り

個別の支援計画の推進

学校全体として支援理解
を深める。

次年度引継事項・改善策など

　人権学習、とくに人権
ホームルームを、全体学
習、クラス別学習を通じて
実施した。鳥取県人権教
育基本方針（第２次改訂）
をふまえ、各学年、自他
の権利を基礎にすえたグ
ループ学習を推進でき
た。また、ネット・ＳＮＳ問
題にも意欲的に取り組ん
だ。アウティングなどの差
別助長行為、プライバ
シー侵害などの情報モラ
ル教育を人権教育として
取り組んだ。

　同和教育で培われてき
た原則、鳥取県人権教育
基本方針（第２次改訂）を
ふまえ、自他の権利を基
礎にすえた人権学習を推
進していく。
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中間
評価

最終
評価

○ ○ 学校行事の充実 ○ ○ ○ ○

○

○ ○ 生徒会活動の充実 ○

○

○

○ ○ 他分掌との連携 ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○
○ ○

○

中間
評価

最終
評価

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

三

年

部

最上級生として下級生の
範となるという自覚を持た
せ、３つの目標のさらなる
定着を目指す。

「挨拶・返事」、「時間を守
る」、「正しい服装」の定着
と実践を図る。

自主自律に努め、最上級
生としての自覚と責任を
持って高校生活を送るよ
う指導する。

各自が目標とする進路に
進むためにも主体的に学
習に取り組むことが大切
であることを呼びかけ、生
徒の意識を高める指導を
行う。

進路決定に向け、授業や
家庭学習に目的を持って
取り組める環境を整え
る。

保護者との連携を深め、
学校での状況や家庭での
様子について共通理解を
図る。

HRや学校行事を通し、仲
間つくりや良好な人間関
係構築に努めるよう声掛
けを行う。

学校行事や学級活動を
通し、周囲を思いやり尊
重する心と、目標の達成
に向け互いに協力する姿
勢を育む。

基本的生活習慣の定着

主体的に学習に取り組む
姿勢の確立

家庭との連携

人権意識の育成

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

生

徒

会

学校祭については時期に
合わせた内容の見直しを
考えていきたい。また、余
裕を持って準備できるよう
に早めに取り組む必要が
ある。

７月のスポーツ祭および１
０月の学校祭が充実した
ものになるように、計画・
実施をする。

各クラスの中央委員との
連携を図る。

生徒総会で審議や報告で
きるように、早めの実施
が必要である。

学校生活をより充実した
ものにするために、定期
的に集まり議論する。

放課後の清掃点検を行
う。

ボランティア活動の呼び
かけをし、生徒の参加を
促す。

学校の中心として活動で
きるように、積極的に関
わっていきたい。

他分掌と、お互いの要請
等により活動を計画・実
施する。

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

人権意識を育む

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策

目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

一

年

部

生活リズムを整えさせる
ことにより、欠席や遅刻を
しないように指導する。

日頃より各教科担当と連
携を密に取り、家庭学習
に取り組みやすいように
指導をする。

配布物や連絡事項を
Classiの校内グループに
も掲載し、保護者が必ず
受け取ることが出来るよう
にする。

学級活動や学校行事を
通じてお互いを思いやる
心を育てる。

挨拶と正しい服装を定着
させる

基本的生活習慣の確立

学習習慣の確立

家庭との連携

状況に応じて保護者へ連
絡をとり、情報交換を行
う。

学年
分掌

前年度末の状況 今年度の目標 具 体 的 方 策 中間評価に対する改善点

次年度もこまめに連携が
とれるように努力する。

お互いを認め合い成長で
きるように指導していきた
い。

人権意識を育てる

家庭との連携

学習習慣の確立と進路意
識の高揚

中間評価に対する改善点 目標の達成状況 次年度引継事項・改善策など

二

年

部

朝の時間に見回り、あい
さつや服装を徹底させる

充実した生活が送れるよ
うに時間を守り、遅刻・欠
席がないよう指導する

聴く姿勢を高め、日頃の
授業から集中して取り組
むように指導する

進路学習などを通じ職業
観と進路意識の高揚を促
す。

保護者との連携を深め、
学校での状況や家庭での
様子について共通理解を
図る。

学校行事やクラスでの活
動を通して他者への理解
を深め、人を思いやる心
を育む。

基本的生活習慣の定着自ら挨拶出来るよう継続
して指導し、服装の乱れ
が出ればその都度指導し
ていきたい。

連続した欠席や遅刻があ
る場合は早めに家庭と連
携をとる。

日頃の家庭学習の大切さ
を指導していきたい。

生徒や様々な機会を通じ
て継続して呼びかけてい
く。

次年度も保護者に渡るよ
うに呼びかけを継続して
いく。
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